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（2） 第 928 号 防 災 令 和  8  年 10 月  1  日

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000323.html

　令和 ８年防災功労者内閣総理大臣表彰※の受賞者が内閣府において決定されました。このうち、
豪雨災害に対する水防活動、土砂災害防止活動、緊急災害対策活動（TEC-FORCE による被災自
治体支援活動）に著しい功績があったとして、国土交通省の活動に関係する １個人及び ６団体が表
彰されることになりました。
　なお、表彰式の日程等については、内閣府から別途発表があります。

※防災功労者内閣総理大臣表彰は、『「防災の日」及び「防災週間」について』（昭和57年 ５ 月11日閣議了解）に基づき、災
害時における人命救助や被害の拡大防止等の防災活動の実施、平時における防災思想の普及又は防災体制の整備の面で
貢献し、特にその功績が顕著であると認められる団体又は個人を対象として行われるものです。

令和 8年防災功労者内閣総理大臣表彰の受賞者が決定！
〜国土交通省関係では、１個人及び 6団体が受賞〜

令和 8年 ９月11日 水管理・国土保全局河川環境課
砂防計画課、防災課

国土交通省関係の受賞者（ １個人及び 6団体）

⑴　水防活動関係 	  3 団体
［災害現場での顕著な防災活動］
（令和 7年 8月の大雨災害）
・玉
たま

名
な

市
し

消防団＜熊本県＞
・熊
くま

本
もと

市
し

消防団＜熊本県＞
・霧
きり

島
しま

市
し

消防団＜鹿児島県＞

⑵　土砂災害防止活動関係 	  １ 個人及び １団体
［防災体制の整備］
・平
ひら

松
まつ

　晋
しん

也
や

＜長野県＞

［災害現場での顕著な防災活動］
（令和 ６年 ７月の大雨災害）
・米
まい

原
ばら

市
し

消防団伊
い

吹
ぶき

方面隊
　　　第 ２分団伊

い

吹
ぶき

班＜滋賀県＞

⑶　緊急災害対策活動関係（TEC-FORCE による
被災自治体支援活動） 	  2 団体

［災害現場での顕著な防災活動］
（令和 7年 8月の大雨災害）
・国土交通省　緊急災害対策派遣隊
・国立研究開発法人　土木研究所　緊急災害対策派
遣隊

出典：首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/105/actions/202609/15hyousyou.html）

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000323.html
https://www.kantei.go.jp/jp/105/actions/202609/15hyousyou.html


令 和  8  年 10 月  1  日 防 災 （3）第 928 号

　令和 ８年 ８月千葉豪雨により、多くの河川や道路等が被災したことから、本災害からの早期復旧
を図るため、災害復旧事業の災害査定において、設計図書の簡素化や、現地での査定作業を省略し
書面により査定（机上査定）を行う対象を拡大する災害査定の効率化を適用することとし、地方公
共団体に通知しましたので、お知らせします。
　これにより、被災自治体における災害復旧事業の災害査定の事務手続きの迅速化が図られること
が期待されます。

　

いのちとくらしをまもる 防災減災

令和 ８年 ８月千葉豪雨により被災した
河川・道路等の迅速な復旧を支援

〜設計図書の簡素化や書面査定の
上限額引上げにより、災害査定を効率化します〜

令和 8年 9月 7日 水管理・国土保全局 防災課

＜対象区域＞
　千葉県、千葉市

＜災害査定の効率化※＞
○設計図書の簡素化により早期の災害査定を実施
・既存の地図や航空写真等を活用することで、災
害査定の準備のための現地測量や設計図面の作
成にかかる作業等を縮減し、災害査定の早期実
施を図ります。

○書面による査定上限額の引上げ（机上査定の拡大）
により査定に要する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の実施により、現場間の移動時
間や現場対応人員を縮減することで、査定の効

率的な運用と自治体等の負担軽減を図ります。
・書面による査定の上限額を通常の1,000万円未
満から引き上げます。

　　千葉県：8,000万円以下
　　千葉市： 1億400万円以下

※災害査定の効率化は「大規模災害時における公共
土木施設災害復旧事業査定方針（Ｈ29.2.1）」等
に基づき、対象となる災害による被災箇所数が過
去 ５箇年の平均被災箇所数（激甚災害によるもの
を除く）を超える等、一定の要件を満たした都道
府県・政令指定都市において適用するものです。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000356.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000356.html


（4） 第 928 号 防 災 令 和  8  年 10 月  1  日

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000358.html

　令和 ８年熊本地震で被災した公共土木施設については、災害査定を効率的に実施するため、書面
による査定の上限額や現地で決定できる災害復旧事業費の上限額を引き上げることを地方自治体に
通知し、 ８月 ６日に公表したところです。
　今般、被災の全体像が概ね明らかとなり、被災状況に合わせた更なる効率化が必要と判断したこ
とから、書面による査定の上限額の更なる引上げを実施することとし、本日、地方自治体に通知し
ましたので、お知らせします。
　今回の措置により、被災自治体における災害復旧事業の災害査定事務の手続きの迅速化が図られ
ることが期待されます。
　

＜対象区域＞
　都 道 府 県：熊本県
　政令指定都市：熊本市

＜災害査定の効率化（簡素化）の内容＞
○書面による査定の上限額の引上げ（机上査定の拡
大）により査定に要する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の実施により、現場間の移動時
間や現場対応人員を縮減することで、査定の効
率的な運用と自治体等の負担軽減を図ります。

・書面による査定の上限額（通常、1,000万円未満）
を以下の金額に引き上げます。

　　【水管理・国土保全局所管施設※１】
　　　熊本県（2,600万円以下 → 4,000万円以下）
　　　熊本市（1,000万円未満 → 4,500万円以下）
　　【都市局所管施設※２】
　　　熊本県（3,000万円以下 → 5,000万円以下）
　　　熊本市（1,000万円以下　※変更なし）
　　【港湾局所管施設※３】
　　　熊本県（4,000万円以下 → 13,800万円以下）

※ １　河川、海岸（港湾に係るものを除く）、砂防設備、地すべり防止施設、急傾斜値崩壊防止施設、道路、橋梁、水道、下水道
※ ２　公園
※ ３　港湾、海岸

令和８年熊本地震により被災した道路・河川等の迅速な復旧を支援
〜書面による査定上限額の更なる引上げを実施〜

令和 8年 9月18日 水管理・国土保全局 防災課
都市局都市安全課、港湾局海岸・防災課

いのちとくらしをまもる 防災減災 令和８年熊本地震関連

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000358.html


令 和  8  年 10 月  1  日 防 災 （5）第 928 号

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_002147.html

直轄国道のアンダーパス
予防的な事前通行規制の導入拡大について

令和 8年 ９月16日 道路局 国道・技術課

　令和 ８年 ８月千葉豪雨以降、全国で大雨が続いていることを踏まえ、予防的な事前通行規制の導
入を拡大することとし、冠水実績等を踏まえて新たに１５箇所を加え、計２２箇所で運用します。

　
　国土交通省では、令和 ８年 ８ 月千葉豪雨におい
て、アンダーパスの冠水により人的被害等が発生し
たことを踏まえ、今後の大雨発生時における同様の
冠水事故を防止するため、予防的な事前通行規制を
導入することとし、これまで国道１６号村田町アンダ
ーパスを含む全国の ７箇所において導入を図ってい
ます。

　今般、千葉豪雨以降も全国で大雨が続いているこ
とを踏まえ、予防的な事前通行規制の導入を拡大す
ることとし、冠水実績等を踏まえて新たに１５箇所を
加え、計２２箇所で運用します。
　規制基準については、防災気象情報や時間雨量を
踏まえて設定することとしていますが、詳細は、追
って、各地方整備局から記者発表します。

■直轄国道の予防的な事前通行規制の導入拡大箇所

北北海海道道【【北北海海道道】】国国道道４４４４号号釧釧路路市市旭旭アアンンダダーーパパスス１１

東東北北【【山山形形県県】】国国道道７７号号広広田田IICCアアンンダダーーパパスス２２

東東北北【【山山形形県県】】国国道道１１１１２２号号大大宝宝寺寺アアンンダダーーパパスス３３

関関東東【【千千葉葉県県】】国国道道１１６６号号村村田田町町アアンンダダーーパパスス４４

北北陸陸【【新新潟潟県県】】国国道道７７号号栗栗ノノ木木ババイイパパスス JJRRアアンンダダーー部部５５

中中国国【【鳥鳥取取県県】】国国道道９９号号陰陰田田地地下下道道６６

四四国国【【高高知知県県】】国国道道５５６６号号須須崎崎市市神神田田アアンンダダーーパパスス７７

東東北北【【秋秋田田県県】】ＥＥ７７秋秋田田自自動動車車道道小小ヶヶ田田函函渠渠１１

関関東東【【千千葉葉県県】】国国道道３３５５７７号号千千葉葉市市役役所所前前アアンンダダーーパパスス２２

北北陸陸【【新新潟潟県県】】国国道道１１１１６６号号新新潟潟西西BBPPアアンンダダーーパパスス３３

中中部部【【三三重重県県】】国国道道１１号号四四日日市市市市川川北北アアンンダダーーパパスス４４

中中部部【【愛愛知知県県】】国国道道１１号号豊豊川川市市小小坂坂井井町町アアンンダダーーパパスス５５

中中部部【【愛愛知知県県】】国国道道２２２２号号一一宮宮市市丹丹陽陽町町アアンンダダーーパパスス６６

中中部部【【愛愛知知県県】】国国道道２２３３号号知知立立市市上上重重原原町町アアンンダダーーパパスス７７

中中部部【【愛愛知知県県】】国国道道３３００２２号号清清須須市市一一場場町町アアンンダダーーパパスス８８

中中部部【【岐岐阜阜県県】】国国道道２２１１号号可可児児市市今今渡渡アアンンダダーーパパスス９９

中中部部【【岐岐阜阜県県】】国国道道２２１１号号大大垣垣市市河河間間町町４４丁丁目目アアンンダダーーパパスス１１００

近近畿畿【【京京都都府府】】国国道道９９号号千千代代原原口口トトンンネネルル１１１１

近近畿畿【【京京都都府府】】国国道道９９号号阪阪急急京京都都線線アアンンダダーーパパスス１１２２

近近畿畿【【大大阪阪府府】】国国道道４４３３号号西西成成アアンンダダーーパパスス１１３３

近近畿畿【【大大阪阪府府】】国国道道１１号号関関目目京京阪阪ガガーードド下下１１４４

中中国国【【広広島島県県】】国国道道２２号号渕渕崎崎ラランンププ１１５５

①①予予防防的的なな事事前前通通行行規規制制実実施施中中のの箇箇所所

②②今今回回、、導導入入拡拡大大箇箇所所

計計 ２２２２箇箇所所（（＋＋１１５５箇箇所所））
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和８年９月１日からの大雨関連

災害復旧技術専門家を青森県に派遣し、
被災した河川、道路の迅速な復旧を支援します
〜令和 8年 9月 1日からの大雨による被害の早期災害復旧を支援〜

令和 8年 ９月18日 水管理・国土保全局防災課

　令和 ８年 ９月 １ 日からの大雨について、「災害復旧技術専門家派遣制度」を活用した青森県から
の要請を受け、「公益社団法人全国防災協会」から「災害復旧技術専門家」を現地に派遣します。
　これにより、迅速な災害復旧の申請に向けた支援を行います。

※「災害復旧技術専門家派遣制度」とは、地方公共団体からの派遣要請を受け、国土交通省から「公益社団法人 全国防災協会」
に「災害復旧技術専門家」派遣を依頼するものです。「災害復旧技術専門家」は、現地で地方公共団体に対し、迅速な災
害復旧の申請に向け、被災調査や復旧工法に関する技術的支援や助言を行います。

【災害復旧技術専門家　派遣】
○派遣日程：令和 ８年 ９月25日（金）
○派 遣 先：青森県鰺

あじ

ヶ
が

沢
さわ

町
まち

役場
○派 遣 者：公益社団法人 全国防災協会
　　　　　　　災害復旧技術専門家　 ２名

青森県HPより

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000357.html
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　令和 ８年 ８月27日から30日にかけて北陸地方で発生した大雨により、多くの河川や道路等が被災
したことから、本災害からの早期復旧を図るため、災害復旧事業の災害査定において、査定に必要
となる図面等の簡素化や、現地での査定作業を省略し書面により査定（机上査定）を行う対象を拡
大する災害査定の効率化を適用することとし、地方公共団体に通知しました。
　これにより、被災自治体における災害査定に関する事務手続きの負担軽減、復旧に向けた作業の
迅速化が期待されます。

　

いのちとくらしをまもる 防災減災

令和 ８年 ８月27日から30日までの間の大雨による災害で
被災した河川・道路等の迅速な復旧を支援

〜設計図書の簡素化や書面による査定の
対象を拡大し、災害査定を効率化します〜
令和 8年 9月25日 水管理・国土保全局 防災課

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000360.html

＜対象区域＞
　富山県、石川県、福井県

＜災害査定の効率化※＞
○査定に必要となる図面等の簡素化により早期の災
害査定を実施
・既存の地図や航空写真等を活用することで、災
害査定の準備のための現地測量や設計図面の作
成にかかる作業等を縮減し、災害査定の早期実
施を図ります。

○書面による査定上限額の引上げ（机上査定の拡大）
により査定に要する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の実施により、現場間の移動時
間や現場対応人員を縮減することで、査定の効
率的な運用と自治体等の負担軽減を図ります。
・書面による査定の上限額を通常の1,000万円未
満から引き上げます。

　　　富山県、石川県：4,000万円以下
　　　福井県　　　　：2,100万円以下

※災害査定の効率化は「大規模災害時における公共
土木施設災害復旧事業査定方針（Ｈ29.2.1）」等
に基づき、対象となる災害による被災箇所数が過
去 ５箇年の平均被災箇所数（激甚災害によるもの
を除く）を超える等、一定の要件を満たした都道
府県・政令指定都市において適用するものです。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000360.html


（8） 第 928 号 防 災 令 和  8  年 10 月  1  日

　台風第25号により、印旛沼等の堤防が決壊し、広範囲かつ長期的な浸水被害が発生しているため、
千葉県、（独）水資源機構、関東地方整備局からなる「チーム印旛沼」を結成し、「印旛沼周辺にお
ける緊急排水等オペレーション」（ ３本柱の対策）を実施します。
　台風第26号の接近を考慮し、 １週間程度を目途に完了させることを目指します。

　

いのちとくらしをまもる 防災減災

チーム印
い ん

旛
ば

沼
ぬ ま

による緊急排水等オペレーションについて
〜1週間程度を目途に、関係機関と連携し、３本柱の対策を実施〜

令和 8年 ９月25日 水管理・国土保全局防災課

＜チーム印旛沼の結成＞
　「印旛沼周辺における緊急排水等オペレーショ
ン」を着実かつ迅速に実施するため、千葉県、（独）
水資源機構、関東地方整備局の ３者からなる「チ
ーム印旛沼」を結成し、会議等を通して連携強化
を図る。

＜印旛沼周辺における緊急排水等オペレーションの
３本柱＞
①　印旛沼の水位を可能な限り低下
　排水ポンプを最大限稼働させ、 ９月25日 ７ 時
時点で約3.0ｍとなっている印旛沼の水位を、
一両日中に平常時の水位である2.3ｍまで低下
させた上で、引き続き可能な限り水位低下を図
っていく予定。

②　決壊した堤防の応急復旧（印旛沼等の ３地区
４か所）
　今後の雨で再度水位が上昇した場合でも決壊
箇所から再び氾濫することがないよう、現地で
の施工方法について技術的な支援を行い、早期
の応急復旧を推進。

③　浸水箇所における緊急排水
　現在、印旛沼周辺地域など千葉県内で稼働し
ている排水ポンプ車に加えて、堤防の決壊によ
る氾濫水をいち早く排水するために、今後30台
まで増強し、緊急排水オペレーションを実施。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000362.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000362.html
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【台風第２５号】印旛沼周辺における緊急排水等オペレーション

：あおぞら号での撮影画像（令和8年9月22日14時頃）を基に浸水範囲を国土地理院にて作成
※撮影範囲外の浸水区域は図化できていない場合がある

■■「「チチーームム印印旛旛沼沼」」をを結結成成
・千葉県、（独）水資源機構、関東地方整備局

■■「「印印旛旛沼沼周周辺辺ににおおけけるる緊緊急急排排水水等等オオペペレレーーシショョンン」」
のの３３本本のの柱柱

①① 印印旛旛沼沼のの水水位位をを可可能能なな限限りり低低下下

②② 決決壊壊ししたた堤堤防防のの応応急急復復旧旧（（印印旛旛沼沼等等のの３３地地区区４４かか所所））

③③ 浸浸水水箇箇所所ににおおけけるる緊緊急急排排水水

⇒排水ポンプ（大和田排水機場、印旛排水機場等）を最大限稼働し、
印旛沼の水位を平常時の水位まで低下させた上で、可能な限り
水位低下を図っていく

応急復旧のイメージ

⇒決壊箇所から再び氾濫することがないよう、現地での施工方法
について技術的な支援を行い、早期の応急復旧を推進

大和田排水機場 印旛排水機場

⇒現在、印旛沼周辺地域など千葉県
内で稼働している排水ポンプ車に加え
て、堤防の決壊による氾濫水をいち早
く排水するために、今後30台まで増強
し、緊急排水オペレーションを実施

堤防決壊

印旛排水機場【水資源機構】
（利根川に排水（計画92m3/s））

新新
川川

堤防決壊

堤防決壊

西印旛沼

大和田排水機場【水資源機構】
（花見川に排水（計画120m3/s））

北印旛沼

長門川 流向 民地側



（10） 第 928 号 防 災 令 和  8  年 10 月  1  日

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_002138.html

「道の駅」の第65回登録について
～全国で1,234駅に～

令和 8年 ９月 4日 道路局企画課

　今回、地方公共団体からの申請に基づき、3  駅を新たに「道の駅」として登録します。これにより、
全国の「道の駅」は、合計で1,234駅になります。

　
　「道の駅」は平成 5年の制度創設以来、令和 5年
で30年が経過しました※。国土交通省では、新たに
加わった「道の駅」とともに、地方創生・観光を加
速する拠点への進化を目指す第 3ステージの取組み
を進めてまいります。

※平成 5年 4月22日　第 1回登録（全国103駅）

⑴　「道の駅」の登録数
　1,231駅（これまで）＋ 3駅（今回登録）＝

合計　1,234駅
⑵　「道の駅」の登録について
　国土交通省道路局では、市町村等からの申請に基
づき、要件を満たすものを、「道の駅」として登録
しています。

　「道の駅」の主な要件については、以下の通りです。
　・無料で24時間利用できる
　　①　十分な容量を持った駐車場
　　②　清潔なトイレ（原則、洋式）
　　③　子育て応援施設（ベビーコーナー等）
　　があること。
　・道路及び地域に関する情報を提供する施設があ
ること。

　・文化教養施設、観光レクリエーション施設など
の地域振興施設があること。

　・施設及び施設間を結ぶ主要経路のバリアフリー
化がされていること。

※全国の「道の駅」の一覧については、以下を参照ください。
　https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/list.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_002138.html
https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/list.html
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災害復旧技術専門家を青森県鰺ヶ沢町に派遣

公益社団法人　全国防災協会

　（公社）全国防災協会では、市町村をはじめとする
被災公共土木施設の早期復旧支援に向け、平成15年
11月に「災害復旧技術専門家派遣制度」を創設しま
した。災害復旧技術専門家は、国や都道府県の災害
復旧業務に長年携わり、制度を熟知し災害復旧事業
に関する高度な技術的知見を有する経験豊富な技術
者（本省防災課の災害査定官経験者や都道府県の防
災担当の本庁課長級及び事務所長経験者で構成）で、
北海道から沖縄までの全国に、459名（令和8年 6月）
が登録されています。
　平成26年 5 月には、国土交通省水管理・国土保全
局防災課より「災害復旧・改良復旧事業の技術的
助言などの支援（試行）について」通知が出され、

TEC-FORCE が出動した大規模災害で、被災自治
体から本省防災課に要請があり、防災課が必要と判
断する場合、全国防災協会が無償で技術専門
家を派遣するなど、制度を充実してきています。
これまでも多くの地方公共団体等の要請に応じ、多
くの災害復旧技術専門家を派遣し、迅速かつ的確な
災害復旧事業の促進に寄与しています。
　今回、令和 8年 9月 1日からの大雨により鰺ヶ沢
町所管の公共土木施設（河川・道路）に被害が発生
し、これら被害に対し技術的支援要請があり、防災
課長通知に基づき青森県鰺ヶ沢町に災害復旧技術専
門家 ２名を派遣して、復旧工法などについて技術的
助言を行いました。

派遣概要
1．令和 ８年 ９月 １日からの大雨による鰺ヶ沢町の
状況

【気象の状況】　 9 月 1 日から 3日にかけて、前線を
伴った低気圧が日本海から北海道付近へ進み、 3日
は寒冷前線が青森県付近を通過した。低気圧や前線
に向かって暖かく湿った空気が流入し、青森県では
大気の状態が非常に不安定となったため、 2日明け
方には津軽で線状降水帯が発生し、猛烈な雨が降っ
た。また 2日夜遅くから 3日未明にかけても、津軽

で再び猛烈な雨が降り大雨となった。その後も、上
空の寒気の影響により4日まで大気の不安定な状態
が続いた。この大雨により、津軽を中心に広い範囲
で土砂災害や浸水害等が発生し、人的被害1名（軽
傷）、住家の床上・床下浸水等の被害が多数発生し
た（青森県被害報第 8報より）。 9月 1 日12時から
9月 4 日12時までの総降水量は鰺ヶ沢で326.5ミリ
を観測するなど、 9月の月降水量の平年値を超えた
地点があった。（青森地方気象台発表）
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２ ．派遣された災害復旧技術専門家（敬称略）
　派遣日：令和 8年 9月25日（金）
　派遣者：佐藤　実　東北地整OB
　　　　　　（㈱MIS 青森営業所）
　　　　　笹　洋一　青森県OB
　　　　　　（㈱エイト日本技術開発　青森事務所）

３ ．活動報告（支援・助言内容）
◆河川災害について
　災害の状況：
　①、③　出水により河床が洗堀され、護岸基礎部

が流出し、護岸崩落に至ったものと推定
される。

　②　　　出水により護岸背面土砂が吸出しを受け
たと推定される。

　④～⑥　出水による側方侵食により護岸が崩壊し
たと推定される。

◆河川災害全般についての助言
・被災のメカニズムを整理すること。（河床侵食・

側方侵食等）
・被災水位を確認すること。（草の倒れ具合、泥の
付き具合を見逃さずに）
・被災範囲が広がっているのではという観点で再度
確認すること。特に起終点については既設護岸の
クラックの見落としに留意されたい。
・川幅が狭いので、最深河床から1.0ｍの根入れと
すると、仮締切等から施工が困難となることから、
根固めブロックの設置も検討したほうが良い。
・護岸の亀裂箇所にスプレーをした方が（査定時）
わかりやすい。
・官民境界を確認しておくこと。（災害復旧事業で
できるのは官地内のみ）
・仮設計画をしっかりたてること。（重機の進入路、
敷鉄板の有無など）
・災害査定では、100ｍ以内の箇所は 1箇所工事と
する。
・被災状況の詳細把握は流水部からの調査も実施し
ていただきたい。

役場で平田町長に挨拶 現場状況説明

現地活動災害箇所一覧
災害名：令和 ８年 ９月 １日からの大雨

工種 河川名・路線名等 地　先　名 災　害　状　況
① 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸基礎流出
② 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸背面の吸出し
③ 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸崩落
④ 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸崩落
⑤ 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸崩落
⑥ 河川 ２級赤石川水系小津軽沢川 鰺ヶ沢町大字館前町　地内 護岸崩落
⑦ 道路 町道　中村長平線 鰺ヶ沢町大字中村町　地内 法面崩落
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⑥被災状況 ③被災状況

現地確認状況 打合せ助言状況

打合せ助言状況 取材状況
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被災状況の説明を受ける 被災状況（道路全面通行止め）

被災状況の確認 助言状況

◆道路災害について
　災害の状況：
　多量の雨水が沢筋となっている法面の表面を流れ
ながら地中に浸透、不透水層に帯水して法面崩落が
発生したと推定される。
◆道路災害についての助言
・被災原因を特定することが大事。
・法面からの湧水がないか確認し、湧水があればそ
の処理をしっかり対応する必要がある。

・既設構造物（多段積みカゴマット工）建設当時の
設計図書等から、建設時の排水処理や課題を紐解
く事で復旧方法の参考になると思われる。
・道路切土・盛土のり面復旧工法は災害手帳ののり
面保護工選定フロー図を参考とするとよい。
・崩壊土に覆われた部分の被災調査が不可能・困難
な場合は、復旧延長に含めず申請を行い、不可視
による未申請であることを明確にする。
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4 ．災害復旧技術専門家派遣フロー

26

TEC-FORCE

26

防災協会より無償で専門家を派遣する制度。

協会だより

令和 ８年度災害復旧促進全国大会の概要をお知らせします。

１ ．日　時：令和 8年11月9日（月）
　　　　　　13時30分～15時00分
　　　　　　（受付開始12時30分）

２．場　所：東京都千代田区平河町 2 - 7 - 4
　　　　　　　砂防会館別館
　　　　　　　シェーンバッハ・サボー 1階　利根

（注）諸事情により開催できない場合は、協会ホーム
ページ等でお知らせします。
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災害分析官 課長補佐 課長補佐 企画専門官 防災企画官 防災課長 企画専門官 総括災害査定官 災害査定官 災害査定官

企画専門官 調査係長 計画係長 調整係長 企画係長 災害査定官 災害査定官 災害査定官

課長補佐 法規係長 法規係 災害監査係長 研修員 災害査定官 災害査定官 災害査定官

　 　 災害統計係長

D

災害対策係長 改良計画係長 災害統計係長

企画専門官 地震防災係長 管理係員 改良技術係長 復旧調整係長

災害対策室長 防災企画係長 管理係長 基準係長 審査係長

課長補佐 企画専門官 課長補佐
す 　　とう

きく 　　や

防災政策調整官 災害査定官

35-745 35-742

角 熊　坂

35-775 35-741

尾　﨑 海老澤

35-776 35-842

35-773 35-753

　 田　村

　 35-754

内　田

35-703

髙　橋

35-721

渡　辺

35-722

服　部

35-702

青　野

35-701

星　野

35-726

井上（剛）

35-739

児玉（光）

35-724

横　山

35-718

一　戸 菊　谷

35-717 35-716

井上（幸）

35-723

児玉（和）

35-727

伊　藤

35-719

水　戸

35-715

阿　部 田　中

35-746 35-731

石　井

　 　

　 　

吉　澤 萩　野

35-736 35-747

災害対策室

地震防災係 打合せスペース

防 災 課 配 席 図

35-835

持　田

35-823

梶　原

35-833

平　野

35-824

35-762

竹　村

35-811

松　井

中　原

35-801

會　津

35-738

課長補佐

岡　沼 松　沢

35-825 35-834

川原林

35-772

総務係長

髙　岡

35-733

福　田 福　谷

35-836 35-729

田　代

小　林

35-712

岩　本

災害調整係長

中　田

35-737

非常勤

丹　野

35-843

災害第一係員

井上（紗）

35-748

総務係員

池　田

35-734

35-725 35-75235-713

牧之内岩　井須　藤

35-822

宮　本

災害第一係長

浦　川

35-743

予算係長

前　原

35-735

予算係長

加　藤

35-735

吉　津 松　元

　

35-802

　

災害第二係長

中　山

35-744

米　田

35-832

今回異動者：R8.10.1 現在（前回掲載はR8.9.1）

（近畿・北陸・中部）

（中部・東北・関東） （四国・東北・九州・沖縄） （九州・沖縄・北陸・中国）

（中国・北海道・四国） （北陸・関東・近畿） （関東・中国・九州・沖縄）

（北海道・東北・中部）

　

C

B

A

ふく 　 たに

あい 　　づ

すみ

よし 　　づ
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箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

北 海 道  000,752 5 000,752 5

)000,000,1()1()000,000,1()1(

]000,056[]2[]000,05[]1[]000,006[]1[

青 森  000,371,8 241 000,050,1 2 000,321,7 041

)000,02()2()000,02()2(

岩 手  273,134,2 37 273,134,2 37

]002,352[]1[]002,352[]1[

宮 城  004,186,3 89 002,352 1 002,824,3 79

]000,53[]1[]000,53[]1[

秋 田  000,247,2 05 000,715,2 14 000,522 9

山 形  006,863,4 67 000,004 1 006,869,3 57

福 島  919,844,1 44 931,86 1 087,083,1 34

]000,990,1[]1[]000,990,1[]1[

茨 城  000,567,1 21 000,545,1 4 000,022 8

)000,51()1()000,51()1(

栃 木  001,984,2 86 001,984,2 86

)000,8()1()000,8()1(

]796,8[]1[]796,8[]1[

群 馬  211,524,2 83 211,524,2 83

埼 玉  009,01 1 009,01 1

>000,001<>1<>000,001<>1<

)000,811()4()000,811()4(

]332,897,2[]61[]332,897,2[]61[

千 葉  151,701,61 532 000,971 6 000,738,2 16 151,190,31 861

神 奈 川  000,03 1 000,03 1

]000,4[]1[]000,4[]1[

新 潟  009,862,5 401 000,2 1 000,582 6 000,071 1 009,138,3 19 000,089 5

)000,511()3()000,511()3(

]000,193[]71[]000,193[]71[

富 山  002,806,7 951 000,001 1 002,805,7 851

石 川  682,148,01 242 682,148,01 242

)000,52()1()000,52()1(

福 井  055,018,8 212 055,018,8 212

山 梨  005,005 7 000,051 1 005,053 6

長 野  000,420,3 54 000,131 6 000,398,2 93

)826,921()3()826,921()3(

岐 阜  002,108,5 721 002,108,5 721

>000,54<>1<>000,54<>1<

静 岡  000,070,1 02 000,04 1 000,024 8 000,572 3 000,53 4 000,003 4

)783,03()2()727,62()1()066,3()1(

愛 知  111,503 61 727,62 1 483,872 51

>000,001<>1<>000,001<>1<

)000,53()1()000,53()1(

三 重  007,376,3 021 007,151,3 98 000,02 1 000,205 03

滋 賀  000,084 3 000,084 3

)000,13()2()000,13()2(

京 都  000,371,1 84 000,371,1 84

]375,084,3[]2[]000,5[]1[]375,574,3[]1[

大 阪  692,911,4 31 000,581 2 692,439,3 11

(1) (19,000) (1) (19,000)

兵 庫  000,834 63 000,91 1 000,914 53

]000,5[]1[]000,5[]1[

奈 良  000,138,1 52 000,07 2 000,661,1 81 000,554 3 000,041 2

和 歌 山  005,579,1 47 000,604 11 000,565 51 005,400,1 84

鳥 取  000,354 4 000,3 1 000,093 1 000,06 2

島 根  000,867 81 000,012 4 000,855 41

岡 山  838,185 73 831,475 53 007,7 2

)000,91()1()000,91()1(

]005,4[]1[]005,4[]1[

広 島  007,484,3 281 005,43 5 002,054,3 771

山 口  000,183,1 66 000,173,1 56 000,01 1

>000,51<>1<>000,51<>1<

]000,21[]1[]000,21[]1[

徳 島  005,980,2 16 005,295,1 44 000,234 51 000,56 2

>000,53<>4<>000,53<>4<

)000,8()1()000,8()1(

香 川  002,753 82 000,012 81 002,97 6 000,86 4

愛 媛  008,104,1 36 008,821 8 000,021,1 24 000,351 31

>000,13<>3<>000,13<>3<

高 知  001,610,5 271 004,626,2 621 000,962 7 000,000,1 1 007,021,1 83

福 岡  486,143,2 76 004,02 1 000,002 1 482,121,2 56

]000,14[]1[]000,14[]1[

佐 賀  000,900,1 08 000,869 97 000,14 1

長 崎  001,061,1 94 001,019 84 000,052 1

>000,711,82<>161<>000,711,82<>161<

)003,263,4()23()003,263,4()23(

]582,730,53[]117[]582,730,53[]117[

熊 本  721,947,651 854,2 981,947,4 023 839,999,151 831,2

大 分  520,347,5 971 000,744 01 520,112,5 761 000,52 1 000,06 1

)000,02()1()000,02()1(

宮 崎  000,010,4 341 000,620,2 29 000,690,1 82 000,032 4 000,05 1 000,806 81

>000,596<>6<>000,594<>4<>000,002<>2<

鹿 児 島  079,135,31 442 073,590,2 64 005,835,3 951 000,301 2 002,125,6 2 009,372,1 53

沖 縄  176,461 5 176,461 5

)000,044()21()000,044()21(

]000,484,3[]03[]000,484,3[]03[

千 葉  000,437,9 601 000,437,9 601

静 岡  000,002 1 000,002 1

)000,56()2()000,56()2(

]000,033[]1[]000,033[]1[

名 古 屋  000,556 6 000,556 6

京 都  000,073 7 000,073 7

]000,000,03[]1[]000,000,03[]1[

大 阪  000,000,03 1 000,000,03 1

岡 山  958,93 1 958,93 1

広 島  000,28 2 000,28 2

北 九 州  000,031 2 000,031 2

)007,981()01()007,981()01(

]047,830,3[]03[]047,830,3[]03[

熊 本  049,126,3 15 049,126,3 15

>000,831,92<>871<>000,127<>41<>000,711,82<>161<>000,003<>3<

)510,056,6()18()727,54()2()000,53()1()000,93()3()000,255,5()34()882,879()23(

]822,276,08[]918[]000,611,1[]3[]000,53[]1[]522,024,83[]447[]000,5[]1[]300,690,14[]07[

5 980,000 2,251 135,286,486 14 9,504,339 6 285,000 2,211 157,612,478 1,163 28,982,152 473 15,187,129 4 87,727 6,127 347,925,311 

直 轄 計  637,651,511 37 152,867,1 8 866,798,1 5 814,297,011 65 993,896 4

合 計 5 980,000 2,255 135,984,885 14 9,504,339 6 285,000 2,267 268,404,896 1,168 30,879,820 481 16,955,380 4 87,727 6,200 463,082,047 

※上段（   ）内書は、公園分、［　　］内書は、水道・下水道分、<　　>内書は、港湾･港湾に係る海岸分である。 注意書き

補助計

合 計冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 ８年　発生主要異常気象別被害報告 令和 8年 9月30日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2回（15日、月末）国土交通省HPで公表。最新は下記をクリック
　https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/river/higaihoukoku.html

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/river/higaihoukoku.html
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